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●私たちの68.9億円 財源（収入）と使い道をCheck!
●かわね本町応援団席から紹介!!
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私たちの68.9億円 

68億
9,700万円

収入

自
主

財

源繰入金（12.7%）
8億7,529万円

繰越金（1.4%）
1億円

使用料及び
手数料（1.0%）
6,810万円

財産収入（0.3%）
2,094万円

分担金及び
負担金（0.1%）
747万円

諸収入（2.1%）
1億4,633万円

地方交付税（34.9%）
24億1,000万円

町債（11.9%）
8億2,180万円

源

（35.4%）

（64.6%）

町税（17.7%）
12億2,056万円

◆地方交付税
　町の規模、財政力や様々な状況に応じて、国
から交付されるお金
◆国・県支出金
　町が行う様々な事業に対して国・県から交付さ
れるお金
◆町債
　事業の財源に充てるため国等から借りるお金
◆人件費
　職員等の給与など
◆扶助費
　児童手当や医療費助成等の経費
◆公債費
　事業を行う時に借入れたお金の返済金
◆物件費
　旅費や消耗品に掛る経費
◆維持補修費
　公共施設の維持管理経費
◆補助費等
　町が交付する補助金や交付金など
◆普通建設事業費
　道路や学校等の建設費
◆災害復旧事業費
　自然災害で壊れた公共施設を復旧する経費

※自主財源
　町が自らの手で確保できる財源
※依存財源
　国や県から交付されたり、割り当てられる財源
※経常的経費
　人件費や扶助費、町債の償還金、維持補修費と
いった経常的に必要な経費
※投資的経費
　道路等の建設、復旧等に要する経費

（68.9%）

68億
9,700万円

支出

人件費（20.6%）
14億2,402万円

扶助費（5.1%）
3億5,275万円

公債費（9.1%）
6億3,054万円

物件費（25.7%）
17億7,040万円

災害復旧事業費（2.0%）
1億3,956万円

費

経
常

的
経

ワンポイント
財政用語解説

　構造的に自主財源が乏しい当町においては、非常に大きな規模と言える令和８年度予算でありますが、
町の現状等から総合的に判断し、全会一致で可決いたしました。
　今後、事業の執行や効果は適正か、住民代表の立場でチェックしてまいります。

財源（収入）と使い道をCheck!
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68億
9,700万円
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自
主

財
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8億7,529万円
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2,094万円

分担金及び
負担金（0.1%）
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その他
交付金（0.5%）
3,293万円

国庫支出金（4.4%）
3億159万円
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4億8,487万円
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町税（17.7%）
12億2,056万円

◆地方交付税
　町の規模、財政力や様々な状況に応じて、国
から交付されるお金
◆国・県支出金
　町が行う様々な事業に対して国・県から交付さ
れるお金
◆町債
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◆人件費
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◆扶助費
　児童手当や医療費助成等の経費
◆公債費
　事業を行う時に借入れたお金の返済金
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　旅費や消耗品に掛る経費
◆維持補修費
　公共施設の維持管理経費
◆補助費等
　町が交付する補助金や交付金など
◆普通建設事業費
　道路や学校等の建設費
◆災害復旧事業費
　自然災害で壊れた公共施設を復旧する経費

※自主財源
　町が自らの手で確保できる財源
※依存財源
　国や県から交付されたり、割り当てられる財源
※経常的経費
　人件費や扶助費、町債の償還金、維持補修費と
いった経常的に必要な経費
※投資的経費
　道路等の建設、復旧等に要する経費

（68.9%）

68億
9,700万円

支出

人件費（20.6%）
14億2,402万円

扶助費（5.1%）
3億5,275万円

公債費（9.1%）
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物件費（25.7%）
17億7,040万円

維持補修費（0.7%）
5,021万円

補助費等（7.6%）
5億2,452万円

予備費・
積立金等（2.0%）
1億3,674万円

貸付金（0.0%）
61万円

繰出金（7.8%）
5億3,816万円

普通建設
事業費（19.3%）
13億2,944万円

災害復旧事業費（2.0%）
1億3,956万円

費

他

費

経
常

的
経

そ
の

投資

経
的

（21.3%）

（9.8%）

ワンポイント
財政用語解説

　構造的に自主財源が乏しい当町においては、非常に大きな規模と言える令和８年度予算でありますが、
町の現状等から総合的に判断し、全会一致で可決いたしました。
　今後、事業の執行や効果は適正か、住民代表の立場でチェックしてまいります。
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令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
68

億
９
７
０
０
万
円
と
過
去
３
番
目
の
大

型
予
算
で
あ
り
、
前
年
度
比
４
億
８
０

０
０
万
円
増
と
な
っ
た
。

　

町
長
か
ら
は
、
大
井
川
鐵
道
全
線
復

旧
に
向
け
た
支
援
、
高
度
情
報
基
盤
設

備
（
光
通
信
設
備
）
の
高
度
化
（
機
能

向
上
）
更
新
に
係
る
費
用
の
計
上
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
が
、
歳
入
面
に
お
い

て
国
、
県
の
助
成
金
、
償
還
等
に
有
利

な
地
方
債
を
積
極
的
に
活
用
、
導
入
し

可
能
な
限
り
町
の
財
政
負
担
を
抑
え
た

予
算
編
成
と
し
て
い
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
町
長
は
こ
の
令
和
８
年
度
予
算

は
、『
つ
な
ぐ
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
町

の
未
来
の
た
め
に
「
ひ
と
」
へ
の
投
資
、

「
地
域
資
源
」
へ
の
投
資
に
力
を
い
れ

て
い
く
と
い
う
思
い
を
込
め
て
お
り
、

『
豊
か
な
人
材
を
育
て
、
町
の
将
来
に

つ
な
げ
る
』、『
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、

人
に
つ
な
げ
る
』
こ
と
を
目
指
し
、
令

和
８
年
度
が
川
根
本
町
が
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
「
ま
ち
」
と
す
る
よ
う
、

未
来
に
『
つ
な
ぐ
』
た
め
の
ネ
ク
ス
ト

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
位
置
付
け
た
予
算
編

成
で
あ
る
と
も
の
べ
ら
れ
た
。
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起債残高・借入額・償還額の推移（10年間）起債残高（千円）

H29
年度

H30
年度

R元
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R5
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

借入額 元金償還額 起債残高

借入額・元金償還額（千円）

　昨年と比較し４億８千万円の増加です。
　物価上昇による固定経費の増加に加え、大井川
鐵道全線復旧に向けての支援、インターネット網の
民間譲渡に係る整備事業などが計上されたことに
よる増加が挙げられます。

1 予算の規模は妥当か？

　借金である起債残高は、令和５、６年の学校再編、旧北小学解体、昨年度の斎場、し尿中継施設建設に続き、
８年度においても大井川鐵道全線復旧支援、インターネット網の民間譲渡に向けた整備等に充当予定のため、
増加しています。
　起債残高の増加は、いくら償還の際に交付税で補填され、全額は返還しなくても良い有利な起債を活用して
いても、償還額は増加します。
　今後の元金償還額の増加にいかに対応していくか注視しています。

3 貯金（基金）と借金（起債残高）の今後は？

　従前からの町税、地方交付税に加え、過疎債を始め
とする起債を活用することにより、町の貯金である
基金の取り崩し額の縮小に努めていますが、構造的
な歳入不足は課題と言えます。

2 財源は？
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８年度においても大井川鐵道全線復旧支援、インターネット網の民間譲渡に向けた整備等に充当予定のため、
増加しています。
　起債残高の増加は、いくら償還の際に交付税で補填され、全額は返還しなくても良い有利な起債を活用して
いても、償還額は増加します。
　今後の元金償還額の増加にいかに対応していくか注視しています。

3 貯金（基金）と借金（起債残高）の今後は？

　従前からの町税、地方交付税に加え、過疎債を始め
とする起債を活用することにより、町の貯金である
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注
目
予
算

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

生
活
の
た
め
の
支
援

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
確
保

　

八
中
地
区
の
生
活
道
路
で
あ
る

農
道
八
中
線
に
お
い
て
、
土
質
軟

弱
に
よ
り
路
肩
構
造
物
が
崩
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
個
所
の
法
面
保
護

工
を
行
う
事
業
。

農
道
八
中
線
改
良
工
事

8,000万円
建
設
課

　

路
肩
陥
没
崩
壊
個
所
復
旧
の
た

め
に
必
要
な
地
質
調
査
及
び
測
量

設
計
等
を
行
う
事
業
。

町
道
下
長
尾
向
井
線
改
良

工
事
に
伴
う
測
量
設
計
業
務

2,604万円
建
設
課

　

高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と

自
立
し
た
日
常
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
町
内
２
か
所
の
拠
点
で
、

専
門
の
職
員
に
よ
る
介
護
予
防
の

た
め
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
な
く
、

自
立
し
た
日
常
生
活
が
確
保
で
き

る
よ
う
通
所
に
よ
る
支
援
を
行
う

事
業
。

生
き
が
い
対
応
型

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

2,099万円
高
齢
者
福
祉
課

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
歩
行
に
よ
る

運
動
習
慣
化
が
も
た
ら
す
医
療
費

な
ど
の
削
減
効
果
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
と

健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
げ
て
い
く

事
業
。

高
齢
者
の
歩
行
等
の

運
動
習
慣
化
に
よ
る

介
護
予
防
事
業

569万円
高
齢
者
福
祉
課

　

令
和
８
年
度
に
満
了
と
な
る
第

２
次
計
画
の
検
証
、
評
価
を
踏
ま

え
、
第
３
次
総
合
計
画
を
策
定
す

る
事
業
。

総
合
計
画
策
定
業
務

620万円
経
営
戦
略
課

　

町
内
の
新
た
な
雇
用
の
場
を
創

設
す
る
た
め
、
国
の
「
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
」
を

活
用
し
、
川
根
本
町
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
組
合
を
受
け
皿
と
し
た

雇
用
創
出
を
図
り
、
若
年
層
の
転

入
・
定
着
を
目
指
す
事
業
。

特
定
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

経
営
戦
略
課

870万円

こ
の
町
な
ら
で
は
の
子
育
て

　

こ
れ
ま
で
の
０
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
の
軽
減
に
加
え
、
新
た
に

３
歳
児
以
上
の
副
食
費
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
提
供
図
る
事
業
。

保
育
料
・
副
食
費
軽
減
事
業

310万円
健
康
福
祉
課

新規生
活
の
た
め
の
支
援

　

従
前
の
静
岡
県
立
総
合
病
院
と

の
連
携
よ
る
取
り
組
み
に
加
え
、

新
た
に
静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院
と

連
携
し
、
対
面
診
療
及
び
遠
隔
診

療
等
に
よ
る
小
児
科
外
来
を
創
設

す
る
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

小
児
科
外
来
の
創
設

6,200万円（診療所運営事業全体）
健
康
福
祉
課
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観
光
を
軸
と
し
た
地
域
振
興

注目予算

　

義
務
教
育
学
校
８
年
生
を
対
象

に
、
カ
ナ
ダ
へ
の
海
外
研
修
に
よ

り
国
際
的
視
野
感
覚
を
持
っ
た
今

後
の
川
根
本
町
を
担
う
人
財
育
成

に
繋
げ
て
事
業
行
う
事
業
。

義
務
教
育
学
校
８
年
生

海
外
研
修
事
業

2,546万円
教
育
総
務
課

Ｏ
社
の
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
を
イ

ン
ド
本
社
よ
り
川
根
高
校
に
招
聘

し
、
実
践
的
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
に
触

れ
る
機
会
を
設
け
た
後
、
イ
ン
ド

へ
の
現
地
研
修
に
お
い
て
、
集
中

的
な
Ｉ
Ｔ
研
修
、
英
会
話
研
修
を

受
講
す
る
事
業
。

644万円

情
報
化

デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　

耐
用
年
数
が
経
過
し
た
町
の
情

報
基
盤
設
備
に
つ
い
て
、
今
後
の

老
朽
化
・
高
度
化
に
伴
う
町
の
財

政
的
負
担
を
削
減
し
、
将
来
に
わ

た
り
町
民
へ
安
定
的
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
継
続
す

る
た
め
に
は
、
当
該
施
設
設
備
を

民
間
譲
渡
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
情
報
基
盤
維
持
整
備
事

業
譲
受
事
業
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
網
設
備
高
度
化
の
た
め
の

更
新
事
業
に
対
し
、
国
庫
補
助
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
譲
受
事
業

者
負
担
部
分
を
町
に
お
い
て
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
町
民

に
対
し
安
定
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
図
る
事
業
。

町
情
報
基
盤
設
備
の
民
間

事
業
者
へ
の
無
償
譲
渡
に

係
る
高
度
化
改
修
事
業
補
助

3億6,032万円 新規

　

接
岨
地
区
長
島
公
園
周
辺
の
河

川
区
域
に
お
い
て
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
お
け
る
物
販
・
飲
食
の
提
供
や

ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
賑
わ

い
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
事
業
。

接
岨
地
区

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事
業

1,241万円
観
光
交
流
課

　

令
和
10
年
度
の
全
線
復
旧
に
向

け
、
８
年
度
よ
り
災
害
復
旧
及
び

機
能
回
復
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
支
援
を
行
う
事
業
。

大
井
川
鐵
道
全
線
復
旧
に

向
け
た
支
援
事
業

7,284万円
観
光
交
流
課

新規

農
林
業・商
工
業
施
策
の
展
開

　

製
茶
機
械
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

主
要
産
業
の
安
定
的
な
生
産
基
盤

の
維
持
・
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、

製
茶
機
械
の
更
新
に
要
す
る
経
費

を
助
成
す
る
事
業
。

茶
製
造
機
械

長
寿
命
化
対
策
事
業

700万円
産
業
振
興
課

　

輸
出
需
要
が
高
ま
る
有
機
茶
や

碾
茶
等
の
生
産
に
適
す
る
品
種
へ

の
改
植
や
、
被
覆
栽
培
へ
の
転
換

に
取
り
組
む
経
営
体
を
支
援
す
る

事
業
。

茶
輸
出
拡
大
生
産
体
制
強
化

支
援
事
業

786万円
産
業
振
興
課

新規新規魅
力
あ
る
教
育

　

高
校
生
を
対
象
と
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｈ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修

（
イ
ン
ド
I
C
T
研
修
）

経
営
戦
略
課

　

様
々
な
レ
イ
ク
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
人
気
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

カ
ヌ
ー
を
軸
と
し
て
レ
イ
ク
ス

ポ
ー
ツ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

人
材
を
配
置
し
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
す
取
組
を
強
化
す
る
事
業
。

カ
ヌ
ー
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
）

549万円
社
会
教
育
課

新規
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　近年、夏季の気温
が厳重警戒レベルを
超える日が多発し、
児童生徒の外遊びや
体育の授業を安全に
確保するために体育
館へ空調設備を設置する。事業効果として、児
童生徒の熱中症の防止、気温による授業等への
影響の回避、災害時等の避難所としての利用を
想定。光の森学園も今後導入する方針。

　令和８年度の予算案について、各課から事業内容等の
説明を受けました。採決では全員可決となりましたが、
議員各自が感じた疑問や意見を交わし、５日間の予算委
員会に取り組みました。

予算審査
茶茗舘屋根改修工事！
　施設完成から30年余
りが経過し、屋根の老朽
化によりスレート瓦の剥
離による落下が頻発して
いる。屋根を改修し施設
の維持と利用者の安全を
確保する。

外側だけでなく、中身のありかたも時代に
合わせて刷新してほしい。

町に創出される効果を想定し事業者には責
任もってほしい。

本館屋根の全体を改修とあるが部分補修で
はダメか。施設の設置目的や収支状況を踏
まえ、今後の方向性をしっかりと示した上
で大規模改修はするべきだ。

全面施工の方が予算的にも効果的であり、入
館者の安全のため必要な事業だ。当施設は
お茶の宣伝のための大切な施設であり町の
顔。国の交付金（電源立地地域対策交付金）
を充て、改修工事を実施したい。

高度化改修とは。

通信速度を上げるための改修。

移譲後、10年後に民間事情者が継続して
くれるか非常に心配。

継続可能という試算のもと、事業者は移譲
を受ける判断をしたと認識している。

希望事業者数の想定、進捗状況は。

事業者ヒアリングを19団体へ、また住民
ワークショップを3回した。（具体的には
商工会から利用希望が出ている）

施設管理の想定は。

町としては利用者自らに施設管理をしてほ
しい。(利用者同士で組合を設立する方法
等もあるかと)

空き校舎を改修し利活用！
　旧中川根第一小学校を活用し賑わいを創出す
るために、実施したヒアリング等をもとに、サ
テライトオフィス開設等の意向を持つ企業を受
け入れを行うため。

インターネットサービス
提供継続のために
　町の情報インフラは老朽化
しており、今後の町の財政負
担を考えると、改修して性能
を高めたうえで民間に引き継
ぐ。設備の更新には国の補助
に加え、町も費用の一部を支援し、今後も住民
に安定したサービスを提供していく。

3億6,000万円 3,699万円

2,500万円
三ツ星学園体育館へ
空調設備導入 8,652万円

緊急時の活用にも重視して設備を整えて
いってほしい。

断熱工事は施工しないのか。

財政状況を踏まえ、様々な想定をした上で、
授業に支障がない環境づくりに主眼を置い
た。断熱工事は含んでいない。

Q

A

かわねフォン廃止後、全町民が必要な情報
を受け取れるケアが必要不可欠だ。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A
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予算審査

学
校
給
食

　

給
食
費
軽
減
事
業
は
令
和
8

年
度
の
み
の
実
施
か
。
ま
た

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
備
品

の
更
新
が
必
須
で
あ
り
、
計

画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　

前
期
課
程
分
は
恒
久
的
に
継

続
予
定
。
後
期
課
程
も
町
独

自
の
軽
減
事
業
は
続
け
た
い
。

備
品
の
更
新
も
承
知
し
た
。

く
ら
し
環
境
課

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

　

令
和
10
年
度
か
ら
運
航
開
始

予
定
だ
が
、
運
転
手
不
足
の

解
消
に
全
国
で
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の

活
用
実
績
が
あ
る
が
検
討
さ

れ
て
は
。

　

有
効
手
段
の
一
つ
と
捕
ら
え
、

参
考
に
し
た
い
。

観
光
交
流
課

地
域
活
性
化
企
業
人
事
業

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
違

い
は
な
に
か
。

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
専
門
的

知
識
を
活
か
し
観
光
協
会
の

Q QA AQA

体
制
強
化
に
挑
む
も
の
。

危
機
管
理
課

新
設
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　

地
区
要
望
は
ど
の
程
度
予
算

化
し
て
い
る
か
。

　

前
年
度
の
要
望
箇
所
か
ら
優

先
し
て
い
る
が
、
５
基
程
度

新
設
可
能
。

産
業
振
興
課

茶
輸
出
拡
大
生
産
体
制
強
化
支

援
　

こ
の
事
業
の
対
象
は
生
産
拠

点
の
４
団
体
の
み
だ
が
町
全

体
で
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

相
談
に
応
じ
て
い
く
が
、
個

人
農
家
で
対
応
す
る
の
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

高
齢
者
福
祉
課

補
聴
器
助
成
事
業

　

申
請
手
続
き
が
複
雑
で
難
し

い
と
の
声
が
あ
る
。
町
が
購

入
し
て
貸
し
出
す
方
法
は
ど

う
か
。

　

イ
ラ
ス
ト
付
き
の
資
料
で
改

善
に
努
め
て
い
る
。
ご
意
見

と
し
て
頂
戴
す
る
。

A QA QA Q

社
会
教
育
課

生
涯
学
習
事
業

　

地
区
別
で
温
度
差
を
感
じ
る

が
、
補
助
制
度
の
改
正
の
検

討
は
。

　

地
域
で
一
丸
と
な
り
年
代
を

超
え
た
交
流
で
地
域
活
性
を

図
っ
て
ほ
し
い
。（
補
助
制
度

は
要
綱
に
沿
う
経
費
の
上
限

15
万
円
）

文
化
会
館

　

上
段
の
駐
車
場
か
ら
下
り
る

箇
所
へ
手
す
り
や
段
差
の
改

善
を
。

　

検
討
し
て
い
る
。

教
育
総
務
課

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

　

地
域
団
体
の
協
力
を
得
て
学

校
部
活
動
以
外
の
活
動
を
行

う
と
あ
る
が
、
こ
の
事
業
の

成
果
は
何
と
す
る
か
。

　

生
徒
の
選
択
肢
を
増
や
し
、

町
民
が
関
わ
り
町
内
で
一
本

化
し
た
い
。
生
徒
の
満
足
感

が
成
果
。

QAA QQA

経
営
戦
略
課

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修

　

高
校
生
に
対
し
て
、
町
の
将

来
に
繋
が
る
目
標
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
る
か
。

　

将
来
、
本
町
に
戻
り
就
職
し

て
ほ
し
い
想
い
で
実
施
し
て

い
る
。

住
宅
改
修
事
業
費
補
助

　

な
ぜ
令
和
8
年
度
で
終
了
か
。

　

制
度
開
始
か
ら
10
年
が
経
ち
、

事
業
目
的
を
達
成
し
た
認
識

で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

何
名
い
る
の
か
。

　

現
時
点
で
7
名
、
令
和
8
年

度
で
最
大
13
名
と
な
る
。

　

彼
ら
の
自
立
を
含
め
て
、
3

年
後
の
姿
は
？

　

本
人
が
任
期
を
ど
う
過
ご
す

か
だ
が
、
町
と
し
て
は
町
内

在
住
を
し
て
ほ
し
い
。

QAQAQA QA 審
査
Q

A
&

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

当
町
の
現
状
を
踏
ま
え
、
身

の
丈
に
合
っ
た
予
算
事
業
を

組
む
と
い
う
考
え
が
、
ど
の

く
ら
い
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、

全
体
的
に
疑
問
を
感
じ
る
。

音
戯
の
郷
や
茶
茗
舘
、
空
き

校
舎
等
の
施
設
に
対
し
て
修

繕
等
の
事
業
が
組
ま
れ
た
が
、

設
立
当
初
と
時
代
が
変
化
し

た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
し
た
う
え
で
進
め
て
い

く
べ
き
な
の
で
は
。

　

今
回
の
予
算
は
つ
な
ぐ
と
い

う
テ
ー
マ
で
組
ん
で
お
り
、

こ
の
町
が
存
続
で
き
る
よ
う

に
、
施
設
や
お
茶
の
こ
と
に

つ
い
て
も
テ
コ
入
れ
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
8
年
度
か
ら
は
渡
邉
副

町
長
を
中
心
に
職
員
と
新
た

な
委
員
会
を
設
け
て
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

A Q

総 

括 

質 

疑
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2.3月

承
認
第
１
号　

専
決
処
分
し
た

事
件
の
承
認
に
つ
い
て
（
令
和

７
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
）

議
案
第
１
号　

工
事
請
負
契
約

の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

工
事
請
負
契
約

の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

業
務
委
託
契
約

の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

議
案
第
５
号　

川
根
本
町
創
造

と
生
き
が
い
の
湯
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

川
根
本
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

川
根
本
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

川
根
本
町
特
別

職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

川
根
本
町
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

川
根
本
町
文
化

会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

川
根
本
町
本
川

根
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

議
案
第
12
号　

川
根
本
町
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て議
案
第
13
号　

川
根
本
町
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

静
岡
県
市
町
総

合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

条例改正８件・承認１件・補正予算８件・発議１件・予算７件・その他５件

令和８年２月臨時会 ３月定例会

第
１
回
臨
時
会

１
日
目 

２
月
２
日

第
１
回
定
例
会

２
日
目 

３
月
１２
日

委員長／山田貴之　副委員長／佐々木直也
メンバー／野口直次・石山貴美夫・中原　緑・山下真男

　　　　　野崎郁徳・爾見淳芳・石関　華
オブザーバー／澤西省司

委員長／山田貴之　副委員長／佐々木直也
メンバー／野口直次・石山貴美夫・中原　緑・山下真男

　　　　　野崎郁徳・爾見淳芳・石関　華
オブザーバー／澤西省司

予算特別委員会予算特別委員会

議会で決まったこと
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臨時会・定例会
議
案
第
15
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

議
案
第
16
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
17
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
18
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
19
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
20
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
21
号　

令
和
７
年
度
川

根
本
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

発
議
第
１
号　

川
根
本
町
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
22
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
一
般
会
計
予
算

議
案
第
23
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

議
案
第
24
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
予
算

議
案
第
25
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算

議
案
第
26
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
訪
問
介
護
事
業
特
別
会

計
予
算

議
案
第
27
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
28
号　

令
和
８
年
度
川

根
本
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
予

算

予
算
特
別
委
員
会

３
月
２
日
〜

　
　
　
３
月
１７
日

第
１
回
定
例
会

最
終
日 

３
月
２４
日

フォーレなかかわね茶茗舘屋根改修業務
（産業振興課）

フォーレなかかわね茶茗舘屋根改修業務
（産業振興課）

奥流・南麓寮運営事業、公営塾指導管理業務
（教育総務課）

奥流・南麓寮運営事業、公営塾指導管理業務
（教育総務課）

農地中間管理機構関連農地整備事業　西地名地区
（産業振興課）

農地中間管理機構関連農地整備事業　西地名地区
（産業振興課）

町単独農道八中線改良工事
（建設課）

町単独農道八中線改良工事
（建設課）

予算特別委員会現地調査
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要 

望

山
田 

貴
之 

議
員

公
の
施
設
の
存
続
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

川
根
本
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
更
新
・
統

合
・
廃
止
を
進
め
て
い
く
。

中
東
情
勢
に
よ
り
燃
料
費
が
高

騰
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
見

極
め
、
速
や
か
な
対
応
を
お
願

い
す
る
。

補
助
金
制
度
を
使
い
な
が
ら
、

農
業
、
観
光
を
含
め
対
応
し
て

い
く
。

高
齢
者
や
障
害
を
持
た
れ
て
い

る
方
々
へ
の
緊
急
情
報
の
配
信

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
か
。

ま
ず
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
情
報
配
信
に
移
行
す
る
。
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

QAQAQA

無
理
に
人
口
を
増
や
そ
う
と
考

え
ず
新
し
い
人
材
を
増
や
す
こ

と
を
目
指
し
て
は
。

そ
の
考
え
で
い
い
と
思
う
。
関

係
人
口
を
増
や
し
移
住
定
住
に

結
び
つ
け
る
。

川
根
高
校
の
将
来
は
。

川
根
高
校
は
町
の
発
展
に
と
っ

て
も
不
可
欠
。
全
国
か
ら
集
ま

る
魅
力
あ
る
高
校
を
目
指
す
。

町
外
の
高
校
に
通
う
生
徒
の
通

学
の
為
に
大
井
川
鐵
道
に
ダ
イ

ヤ
改
正
を
嘆
願
し
て
は
。

関
係
各
課
と
連
携
し
て
し
っ
か

り
と
要
望
し
た
い
。

星
空
に
関
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
。

認
知
度
向
上
に
貢
献
、
地
域
全

体
で
星
空
を
育
む
町
づ
く
り
を

目
指
す
。

大
井
川
鐵
道
の
全
線
復
旧
と
共

に
千
頭
の
活
性
化
が
大
切
。
音

戯
の
郷
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

誘
致
し
て
は
。

い
ろ
ん
な
可
能
性
を
探
り
な
が

ら
、
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

星
空
保
護
区
認
定
を
取
得
し
ブ

ラ
ン
ド
化
し
人
を
呼
び
込
ん
で

は
。

地
域
の
理
解
を
深
め
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

Q

A

AA

QQQQ AAA

や
ま
　  

だ
　
　 

た
か    

ゆ
き

公の施設の在り方についてQuestion
現在の施設をこのまま継続していくことは困難Answer

山
下 

真
男 

議
員

や
ま
　
し
た
　   

ま
さ
　  

お

第三次総合計画と星空プロジェクトに対する方向性を問うQuestion
星空資源を有効に利用し関係人口を増やし移住定住に結びつけるAnswer

町政を問う 一般質問
※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです

災
害
情
報
の
伝
達
手
段
の
整

備
に
は
、
地
方
財
政
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
災
害

対
策
基
本
法
で
は
、
市
町
村

は
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
保
護
す
る
中
心
的
な
責

務
を
負
う
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
早
急
に
判
断

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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町政

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
町
長
の

決
意
と
考
え
伺
う
。

様
々
な
「
つ
な
ぐ
」
た
め
の
施

策
、
人
・
生
活
・
産
業
こ
の
３

本
柱
を
掲
げ
大
鐵
全
線
を
つ
な

ぐ
・
被
災
に
よ
る
道
路
の
復
旧

・
子
育
て
・
教
育
・
産
業
振
興

等
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
街
づ
く
り
を
目
指
し
取
り
組

む
。

大
型
予
算
が
続
く
こ
と
で
財
政

悪
化
を
心
配
す
る
一
部
の
町
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

の
か
伺
う
。

財
源
確
保
の
際
、
財
政
規
律
を

守
る
た
め
、
国
・
県
の
補
助
金

活
用
、
有
利
な
地
方
債
を
充
当

す
る
事
で
、
町
の
財
政
負
担
を

軽
減
す
る
よ
う
に
調
整
を
図
る
。

今
後
身
の
丈
に
応
じ
た
予
算
規

模
を
縮
小
し
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
。

大
鐵
全
線
復
旧
支
援
や
高
度
情

報
基
盤
整
備
の
民
間
移
譲
等
の

特
殊
事
情
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、

自
然
に
縮
小
す
る
と
考
え
て
い

る
。

情
報
基
盤
整
備
関
連
の
住
民
説

明
会
は
開
催
す
る
の
か
。

ま
ず
は
区
長
会
で
説
明
し
、
各

地
区
を
巡
回
す
る
よ
う
な
住
民

説
明
会
の
計
画
は
現
在
し
て
い

な
い
。
多
様
な
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
き
め
細
や
か
な
説
明
に

努
め
る
。

QA

AA

Q

Q

Q A

適
正
な
財
産
管
理
の
推
進

線
路
内
の
町
有
地
・
赤
道
等
の

把
握
状
況
と
管
理
体
制
を
問
う
。

権
利
関
係
の
曖
昧
さ
は
将
来
の

経
営
や
事
業
展
開
の
足
か
せ
と

な
る
。
境
界
確
定
や
デ
ジ
タ
ル

化
を
計
画
的
に
進
め
、
正
常
化

を
。

現
時
点
で
の
全
容
把
握
は
困
難

だ
が
、
災
害
復
旧
や
町
施
行
事

業
の
際
、
個
別
の
境
界
確
定
申

請
を
機
会
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。 

近
代
的
な
仕
組
み
へ
の
転
換

合
併
20
周
年
を
機
に
、
個
人
の

絆
に
頼
る
属
人
的
な
行
政
か
ら
、

透
明
性
の
高
い
組
織
構
造
・

ル
ー
ル
へ
。
誰
が
担
当
で
も
迷

わ
ず
邁
進
で
き
る
仕
組
み
を
次

世
代
へ
残
す
べ
き
だ
。

意
思
決
定
の
明
確
化
は
、
未
来

へ
の
投
資
と
し
て
極
め
て
重
要

だ
。
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、

曖
昧
を
排
し
て
、
整
え
る
べ
き

所
は
着
実
に
整
え
、
町
を
動
か

し
て
い
く
。
指
揮
者
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
前

へ
進
む
。

Q

A

Q A

野
口 

直
次 

議
員

の     

ぐ
ち       

な
お
　 

じ

8年度予算編成と今後のまちづくりに行政の考えを問うQuestion
「つなぐ」とし、町の未来のために人への投資・地域資源への投資を重点にAnswer

佐
々
木 

直
也 

議
員

さ
　
　
さ
　
　
き
　
　 

な
お
　 

や

属人的な運営から透明性の高い組織構造へ刷新Question
意思決定を明確化し、近代的な町政へ転換するAnswer

を問う 一般質問
※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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議員研修報告

1月27日に吉田町役場で川根本町、
吉田町、森町の三町合同の研修を行い
ました。茨城県取手市の岩崎弘宣氏
によるオンラインやICT活用による議会
改革についてお話がありました。

テーマ：議会をブラッシュアップ

住民により役立つ議会に！

※取手市議会は議会改革度ランキング ２年連続全国第１位 だそうです。
　良い刺激でした。見習っていきたいです。

その後、６グループに分かれて   議員のなり手不足解決に向けて   議会ＤＸ及びＩＣＴ化
の推進   今後の広報のあり方のテーマで活発に討論を行いました。

Ａ Ｂ

Ｃ
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川根本町に来てくれた「頑張っている人」を応援
したい！そんな企画です。
お酒が呑める農家民宿、遠方からも来てくれるよ
うになった。先日来てくれた東京の方たち、縁側
で火鉢を横に置いて田舎の星空を見ていただいた
らものすごく感動していた。東京では絶対見れま
せんと。川根本町の癒し、ゆったりとした時間を
過ごしてほしいです。

店主：大原芽久実さん
住所：榛原郡川根本町下長尾2344-32
電話：090-3354-4081

後記

川根本町に来たきっかけは？
静岡市から3年ほど前に来ましたが、母の実家が秋田で
もともと田舎の生活にあこがれがありました。たまたま
ツーリングで来た川根本町がとても気に入ったんです。

バイクに乗るんですか？
最近なかなか乗る機会がありませんが、趣味で乗ってい
ます。時間が出来たらゆるりと下道を走りに遠出したい
です。

「たお酉」の名前はどうして？
たおは「たおやか」～しなやかで優美な様子を表す言葉
です。「酉」は酒壺を意味し、また十二支の「とり」を
表しますがとりの刻は夕方5時から7時、ひと仕事終えて
お酒を呑む時間かなと。ぼちぼち一杯やりません
か？って笑

お酒が好きなんですね？
夢は「どぶろく」を造ることです。今年は、畑や田んぼ
にも力を入れていきたい。お店では土地の恵みと旬の食
材でゆっくりと過ごしてもらいたいですね。心から歓迎
いたします。

目標を聞かせてください。
川根本町に来てもらうきっかけのお店になれたら有難い。
大人の隠れ家のような農家民宿を目指して頑張ります！

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

ランチや夜営業、ちょい呑み
タイムも楽しめます。

●実のりのお昼ごはん
●季節の恵みをゆったりと味わう
　穏やぎのひととき膳 など

ご予約・ご相談承っております。

かわね本町

ゆう

農作日和  たお酉
お酒が呑める農家民宿

紹介!!

定休日 水・木

頑張っている人、応援!!
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卒業式

令和7年度 三ツ星学園卒業式

光の森学園・三ツ星学園 入学・卒業おめでとう光の森学園・三ツ星学園 入学・卒業おめでとう

Ｑ　学園生活で楽しかった
行事は？

Ａ　修学旅行、自分たちだけ
で知らない土地を歩くの
は不安でしたが、最初から最後までずっと楽し
かったです。

Ｑ　学園生活で大変だったことは何ですか？
Ａ　委員会などで前に立ち、みんなをまとめること。

Ｑ　学園生活で頑張ったこと努力したことは？
Ａ　たくさんの人を支えて、その人の活躍をサポート

すること。

Ｑ　学園生活で自分が成長したことはなんですか？
Ａ　多くの人と関わり、自分の意志ややりたいこと
を言語化して伝えられるようになったこと。

Ｑ　クラスの中で流行ったことはありますか？
Ａ　たまたまクラスの男の子がした発言をみんなが
気に入って、クラス写真の声かけがその言葉に
なりました。

Ｑ　高校生活で楽しみにしていることは？
Ａ　知らない人たちと今まで経験してこなかった

環境で関われること。

Ｑ　将来の夢目標は？
Ａ　ファッションデザイナーになって、小さいころ
から憧れたアイドルの衣装をつくること。

Ｑ　保護者や先生への感謝の言葉
Ａ　多くの人と関わりをもち、いろんなことに触れ
させてくれたから、自分の夢を持てたり、素敵
なお友達がたくさんできました。

Ｑ　お子様の成長を感じたことは何ですか？
Ａ　人の繋がりが深くなったと思います。

Ｑ　ご家庭で話題になった学校の思い出、学校行事
は？

Ａ　文化の部で実行委員会としてみんなを上手くま
とめられず悩んでいる事もありましたが、大変
だった分やり遂げた時の達成感は大きかった
様です。

Ｑ　お子様へ卒業にあたってメッセージをお願い
します。

Ａ　卒業おめでとう。三ツ星学園でたくさんの楽し
かった思い出と大切な友達ができたね。身体も
心も素敵に成長した事、嬉しく思います。好き
な事や将来の夢をキラキラしながら話す玲を
応援しています。

保護者：渥美 真吾さん

渥美　玲さん
卒業生インタビュー

三ツ星学園

卒業式

令和7年度 三ツ星学園卒業式
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Ｑ　学園生活で頑張ったこと努力したことは？
Ａ　たくさんの人を支えて、その人の活躍をサポート
すること。

Ｑ　学園生活で自分が成長したことはなんですか？
Ａ　多くの人と関わり、自分の意志ややりたいこと
を言語化して伝えられるようになったこと。

Ｑ　クラスの中で流行ったことはありますか？
Ａ　たまたまクラスの男の子がした発言をみんなが
気に入って、クラス写真の声かけがその言葉に
なりました。

Ｑ　高校生活で楽しみにしていることは？
Ａ　知らない人たちと今まで経験してこなかった

環境で関われること。

Ｑ　将来の夢目標は？
Ａ　ファッションデザイナーになって、小さいころ
から憧れたアイドルの衣装をつくること。

Ｑ　保護者や先生への感謝の言葉
Ａ　多くの人と関わりをもち、いろんなことに触れ
させてくれたから、自分の夢を持てたり、素敵
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Ａ　人の繋がりが深くなったと思います。

Ｑ　ご家庭で話題になった学校の思い出、学校行事
は？

Ａ　文化の部で実行委員会としてみんなを上手くま
とめられず悩んでいる事もありましたが、大変
だった分やり遂げた時の達成感は大きかった
様です。

Ｑ　お子様へ卒業にあたってメッセージをお願い
します。

Ａ　卒業おめでとう。三ツ星学園でたくさんの楽し
かった思い出と大切な友達ができたね。身体も
心も素敵に成長した事、嬉しく思います。好き
な事や将来の夢をキラキラしながら話す玲を
応援しています。

保護者：渥美 真吾さん

渥美　玲さん
卒業生インタビュー

光の森学園

三ツ星学園
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入学式

光の森学園

新入生保護者の声●ご入学おめでとう。いよいよ1年生だね！色んなこと

にチャレンジして、勉強も遊びもがんばって下さい。

楽しい学園生活が送れますように祈っています。

娘さんへ一言

●9年間の義務教育学校での生活を元気に過ごしてください。

●ますますあなたの思うがままに、楽しんで！

●入学おめでとう！これから楽しいこともつまづくこともある

と思うけれど、みんなで力を合わせれば大丈夫。困ったこと

があればなんでも言ってね！ずっと応援しているよ！

町や学校へ期待する
こと

●明るく元気な挨拶が自然とできる、朗らかな子供に育つ

ような指導を希望します。

●正しく恐れるリスクマネジメント。

●新しい経験や学びの機会をたくさん与えてもらえたら嬉しい

です。

●こども達が安心して楽しく学校へ行けるようサポートして

いただけると嬉しいです。

光の森学園
三ツ星学園

【令和8年度 三ツ星学園】
前期課程  97名　新入生 19名
後期課程  70名　合計 167名

【令和8年度 光の森学園】
前期課程  31名　新入生 4名
後期課程  23名　合計 54名
令和7年 卒業生  11名 令和7年 卒業生  27名

みなさん一人ひとりが本町の未来を担う大切な存在です。
川根本町議会はみなさんを応援しています。

入学式

光の森学園

新入生保護者の声●ご入学おめでとう。いよいよ1年生だね！色んなこと
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と思うけれど、みんなで力を合わせれば大丈夫。困ったこと

があればなんでも言ってね！ずっと応援しているよ！

町や学校へ期待する
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●明るく元気な挨拶が自然とできる、朗らかな子供に育つ

ような指導を希望します。

●正しく恐れるリスクマネジメント。

●新しい経験や学びの機会をたくさん与えてもらえたら嬉しい

です。

●こども達が安心して楽しく学校へ行けるようサポートして

いただけると嬉しいです。

光の森学園

【令和8年度 三ツ星学園】
前期課程  97名　新入生 19名
後期課程  70名　合計 167名

【令和8年度 光の森学園】
前期課程  31名　新入生 4名
後期課程  23名　合計 54名
令和7年 卒業生  11名 令和7年 卒業生  27名

みなさん一人ひとりが本町の未来を担う大切な存在です。
川根本町議会はみなさんを応援しています。
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郵　送／〒428-0313
　　　　静岡県榛原郡川根本町上長尾627
　　　　議会事務局内　広報委員会宛

●議場・大会議室は、役場本庁３階です。
●どなたでも傍聴できます。
●日程は変更することもありますので、詳しくは、
　議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

募集期間：随時

議会だよりを刷新していきます。こんなコーナーを
設けてほしいとか、なにか意見がありましたらぜひ
お寄せください。町への要望や思うことでもかまい
ませんのでよろしくお願いいたします。

せ
め
ぎ
あ
う
委
員
の
熱
量
で
、

い
い
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

じ
も
と
の
声
、
未
来
の
希
望

を
暮
ら
し
の
言
葉
へ
翻
訳
し
、

せ
い
い
っ
ぱ
い
想
い
を
込
め
、

い
き
た
言
葉
を
大
切
に
し
て
、

か
こ
を
記
す
出
口
で
は
な
く
、

つ
ぎ
を
創
る
入
口
を
編
も
う
。

の
ぞ
む
の
は
開
か
れ
た
議
会
。

ば
の
熱
量
を
紙
面
に
込
め
て
、

に
ち
じ
ょ
う
の
景
色
へ
返
す

か
お
の
見
え
る
誌
面
作
り
を
。

え
が
お
溢
れ
る
こ
の
町
か
ら
、

す
す
も
う
対
話
の
そ
の
先
へ
。

6月定例会の日程

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

皆さんの声を議会へ
　

最
近
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
見
て

い
た
ら
、
昨
年
の
選
挙
で
当
選
し
た
、

新
人
議
員
方
が
一
般
質
問
に
立
っ
て
い

て
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
の
内
容
を
読
ん
で
み
る
と
、
町
当
局

か
ら
案
件
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
て
も

一
件
落
着
と
し
な
い
で
、
問
題
点
を
指

摘
し
、
提
案
を
す
る
議
員
も
い
て
、
質

問
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
は
、
町
民
を
代
表
し

て
議
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
背

後
に
は
町
民
の
期
待
の
目
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
ま
た
、
時
に

は
町
民
と
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
、

生
活
上
の
不
便
や
苦
情
、
希
望
な
ど
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
欲
し
い
。　

　

堅
い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
議
員

の
皆
さ
ん
方
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　

男
性　

80
代

　

こ
の
春
に
娘
が
保
育
園
を
卒
園
し
ま

し
た
。
0
歳
の
と
き
か
ら
72
ヶ
月
間
、

本
当
に
あ
た
た
か
く
育
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
身
絵
の
具
だ
ら
け
に
し
て

絵
を
描
い
た
り
、
野
菜
を
育
て
て
食
べ

た
り
、
家
庭
で
は
体
験
し
き
れ
な
い
た

く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。
先
日
、
奉
仕
作
業

と
し
て
園
の
窓
拭
き
と
手
洗
い
場
の
掃

除
を
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
40
数
年
前

の
ま
ま
だ
そ
う
で
、
な
か
な
か
の
汚
れ

で
し
た
。
掃
除
用
具
は
粉
ク
レ
ン
ザ
ー

や
手
ぼ
う
き
な
ど
と
っ
て
も
レ
ト
ロ
で
、

使
う
と
ほ
う
き
の
毛
が
抜
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
先
生
方
が
勤
務
の
か
た
わ
ら

に
お
掃
除
を
す
る
の
は
無
理
な
話
で
す
。

せ
め
て
、
楽
な
道
具
や
洗
剤
が
あ
れ
ば

い
い
な
ぁ
、
さ
ら
に
言
え
ば
窓
が
結
露

し
に
く
く
て
あ
た
た
か
い
二
重
ガ
ラ
ス

な
ど
に
な
れ
ば
、
先
生
に
も
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
快
適
で
い
い
だ
ろ
う
な

あ
、
と
思
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
面
は
最

高
な
保
育
園
。
ハ
ー
ド
面
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
！

女
性　

30
代

連絡先／ＴＥＬ 0547-56-2229
　　　　ＦＡＸ 0547-56-2235
M a i l／ gikai@town.kawanehon.lg.jp
　　　　（川根本町議会事務局）

ご意見・ご感想をお寄せください

編集
後記 委員長　佐々木直也

定例会本会議（９時～　議場）
全員協議会（本会議終了後　大会議室）

6月2日（火）

定例会本会議（９時～　議場）
全員協議会（本会議終了後　大会議室）

6月9日（火）

定例会本会議・一般質問（９時～　議場）
6月19日（金）
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